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「
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん

な
い
い
」
。
若

く
し
て
こ
の
世

を
去
っ
た
女
流

詩
人
、
金
子
み

す
ゞ
の
代
表
作

「
私
と
小
鳥
と

鈴
と
」
の
一
節
で
、
私
が
一
番

好
き
な
言
葉
だ
。
本
当
に
こ
れ

で
大
丈
夫
な
の
か
と
悩
む
と
き

に
は
、
こ
の
言
葉
を
頭
の
中
で

思
い
浮
か
べ
、
大
丈
夫
だ
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
が
、

こ
れ
ま
で
簡
単
に
割
り
切
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
▼
昔
か
ら

ど
う
し
て
も
自
分
に
自
信
を
持

て
ず
、
誰
か
と
話
す
と
き
、
決

断
を
下
す
と
き
に
は
「
自
分
が

変
な
こ
と
を
言
っ
て
い
な
い

か
、
こ
れ
で
い
い
の
か
」
と
い

う
不
安
か
ら
、
優
柔
不
断
な
態

度
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
ん
な
自
分
を
変
え
た
く
て
中

ス
ポ
に
入
っ
た
も
の
の
、
現
状

は
変
わ
ら
ず
。
試
合
後
の
取
材

で
は
不
安
の
あ
ま
り
、
聞
き
た

い
こ
と
を
う
ま
く
聞
き
出
せ

ず
、
そ
の
後
ブ
ロ
グ
記
事
を
執

筆
す
る
と
き
も
、
こ
れ
で
大
丈

夫
か
と
い
う
不
安
か
ら
最
終
決

断
を
下
す
の
に
か
な
り
の
時
間

を
要
し
た
▼
そ
ん
な
自
分
に
転

機
が
訪
れ
た
の
は
２
年
の
秋
。

取
材
し
た
選
手
の
親
御
さ
ん
か

ら
の
一
通
の
メ
ー
ル
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
メ
ー
ル
で
は
、
自

分
の
書
い
た
記
事
を
「
す
ご
く

良
か
っ
た
」
と
称
賛
し
て
く
だ

さ
り
、
「
今
後
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
温
か
い
言
葉

を
頂
い
た
の
だ
。
そ
の
時
に
う

れ
し
さ
だ
け
で
な
く
、
い
つ
も

中
ス
ポ
を
見
て
く
れ
て
い
る
人

の
存
在
を
改
め
て
認
識
し
た
。

今
ま
で
は
自
分
を
変
え
た
く
て

活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
私
た

ち
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
読
者

の
方
々
に
選
手
た
ち
の
活
躍
を

届
け
る
こ
と
が
中
ス
ポ
部
員
と

し
て
最
大
の
目
的
で
あ
る
と
よ

う
や
く
理
解
し
た
瞬
間
だ
っ
た

▼
そ
の
後
、
話
下
手
な
と
こ
ろ

な
ど
は
完
全
に
克
服
で
き
て
い

な
い
も
の
の
、
他
人
と
比
べ
ず

に
、
自
分
の
や
り
方
で
部
会
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
取
材
に
臨
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
選
手
の
プ
レ
ー

ス
タ
イ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
よ

う
に
、
記
者
の
種
類
も
千
差
万

別
。
ど
れ
が
正
し
い
か
で
は
な

く
、
自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
目
の

前
の
こ
と
に
取
り
組
め
ば
い

い
。
そ
ん
な
中
ス
ポ
の
活
動
も

残
り
わ
ず
か
。
今
な
ら
胸
を
張

っ
て
言
え
る
だ
ろ
う


。
違

う
こ
と
は
恥
ず
か
し
く
な
い
。

（
後
藤
）

中大区間順位と記録

写 真
区間地名（距離）

区 間

熱田神宮西門前～名古屋市港区藤前(9.5㌔)

１

名古屋市港区藤前～桑名市長島町(11.1㌔)

２

桑名市長島町～四日市市羽津(11.9㌔)

３

四日市市羽津～鈴鹿市林崎町(11.8㌔)

４

鈴鹿市林崎町～津市河芸町(12.4㌔)

５

津市河芸町～津市藤方(12.8㌔)

６

津市藤方～松阪市豊原町(17.6㌔)

７

松阪市豊原町～伊勢神宮内宮宇治橋前(.7㌔)

８

:(２)
:(２)

:(９)
:()

１::()

:(９)

２::(）

:()

２::(８)

:(３)

３::()

:()

４::(８)

:(８)

５::(８)

:(５)

総合記録(順位)
区 間 記 録

２面

３面

４面

５面

終面

「
我
慢
強
い
走
り
を
つ
な
い
で
い
け
れ
ば
チ
ャ

ン
ス
は
出
て
く
る
」
。
指
揮
官
は
４
区
時
点
で
の

シ
ー
ド
権
圏
外
を
見
越
し
、
折
り
返
し
の
５
区
に

三
浦
拓
朗
（
商
４
）
を
配
置
。
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ

を
狙
っ
た
。
そ
れ
で
も
２
～
４
区
の
選
手
は
「
最

低
限
の
こ
と
は
で
き
た
」
（
中
野
翔
太
・
法
２
）

と
、
大
き
く
順
位
を
落
と
す
こ
と
な
く
三
浦
に
襷

を
つ
な
い
だ
。

最
終
３
区
間
、
６
区
の
山
口
大
輔
（
文
１
）
が

一
時
順
位
を
落
と
す
も
、
監
督
が
信
頼
を
寄
せ
る

中
澤
と
手
島
で
カ
バ
ー
。
ま
さ
に
全
員
駅
伝
を
体

現
し
た
。

「
新
た
な
一
歩
」

伊
勢
路
が
遠
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
８
年
間
、

中
大
は
辛
酸
を
な
め
て
き
た
。
16
年
に
は
藤
原
監

督
が
就
任
。
今
季
は
チ
ー
ム
に
対
し
て
「
新
た
な

一
歩
を
刻
も
う
」
と
誓
っ
た
。
６
年
か
け
て
つ
か

ん
だ
シ
ー
ド
権
。
指
揮
官
に
と
っ
て
も
喜
び
は
ひ

と
し
お
だ
。

一
転
、
視
線
は
箱
根
路
へ
。
今
大
会
、
上
位
校
は
い
ず

れ
も
関
東
勢
。
年
始
に
再
び
相
対
す
る
。
最
大
の
目
標
、

そ
し
て
古
豪
復
活
へ
。
二
歩
目
を
踏
み
出
す
。

（
杉
浦
瑛
俊
）

で
リ
レ
ー
。
襷
を
受
け
た
ア
ン
カ
ー
手
島
駿
（
商

４
）
は
、
そ
の
ま
ま
シ
ー
ド
権
を
死
守
し
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
。
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
役
割
を
果
た

せ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

全
員
駅
伝
の
功
績

「
来
年
に
残
せ
る
も
の
が
で
き
て
本
当
に

う
れ
し
い
」
。
腕
に
は
マ
ジ
ッ
ク
で
「
シ
ー

ド

」
の
文
字
。
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た

手
島
は
、
後
輩
へ
の
〝
置
き
土
産
〟
を
喜
ん

だ
。全

日
本
で
の
目
標
を
シ
ー
ド
権
獲
得
に

据
え
、
チ
ー
ム
は
始
動
。
６
月
の
選
考
会
は
難
な
く
通
過

し
た
が
、
２
週
間
前
に
は
箱
根
駅
伝
予
選
会
も
あ
っ
た
中

で
の
難
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
。


前
半
型

が
奏
功

真
紅
の
襷
（
た
す
き
）
が
伊
勢
路
を
沸
か
せ
た
。
目
標

を
８
位
、
シ
ー
ド
権
獲
得
に
置
き
臨
ん
だ
今
大
会
。
駅
伝

経
験
の
少
な
さ
か
ら
、
出
遅
れ
を
避
け
る
べ
く
、
藤
原
正

和
駅
伝
監
督
は
エ
ー
ス
吉
居
大
和
（
法
２
）
を
１
区
に
起

用
す
る
〝
前
半
型
〟
の
オ
ー
ダ
ー
を
組
ん
だ
。

個
人
と
し
て
も
区
間
賞
を
狙
っ
た
吉
居
。
序
盤
か
ら
先

頭
集
団
に
付
く
も
の
の
、
最
後
は
秒
差
な
し
の
２
番
手
で

襷
を
つ
な
ぎ
、
戴
冠
を
逃
し
た
。
「
ラ
ス
ト
２
㌔
、
勝
ち

切
る
強
さ
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま

せ
、
箱
根
駅
伝
で
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
っ
た
。

２
区
以
降
は
終
始
、
８
～
11
位
で
レ
ー
ス
を
展
開
。
７

区
で
中
澤
雄
大
（
経
３
）
が
８
位
に
躍
り
出
る
と
「
気
持

ち
よ
く
走
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
安
定
感
の
あ
る
走
り

◇
11
月
７
日
◇
愛
知
・
熱
田
神
宮
西
門
前
～
三
重
・
伊
勢
神
宮
内
宮

宇
治
橋
前
（
１
０
６
・
８
㌔
）
◇
８
区
間
◇
出
場
27

チ
ー
ム
古
豪
復
活
の
序
章
か
─
。
中
大
に
と
っ
て
、
９
大
会
ぶ
り
の
出
場
と

な
る
全
日
本
大
学
駅
伝
で
、
目
標

通
り
の
８
位
と
な
り
、
12
年
大
会

以
来
10
年
ぶ
り
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
。
チ
ー
ム
最
大
の
目
標
で
あ
る
箱
根

駅
伝
５
位
に
向
け
、
弾
み
を
つ
け
る
。

シード獲得圏内の８位でゴールテー
プを切り笑顔を見せる手島〈写真提供
＝月刊陸上競技〉

第回

全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

藤原駅伝監督「９大会ぶりの参加
ということで、新たな一歩を刻もう
とチーム全体でここに向けて作って
きました。年間のチーム目標として
８位シード権獲得を目指していまし
たので、難しいチャレンジの中でし
たが目標を達成出来たことに大きな
喜びを感じています」

◆出場校の順位変動◆
順 位

１

２

３

４

５

６

７

８

シード権獲得圏内のボーダーライン
９

































区間賞

区 間

１ 区
駒 大

国学大
青学大
法 大
早 大
第一工大
明 大

東京国際大
順 大
東洋大
拓 大
札幌学大
立命大
東海大
中央学大
日体大
帝京大
信州大
関学大
皇学大
環太平洋大
岐阜協立大
大阪経大
東北大
佐藤条二

(駒大)

２ 区
順 大
法 大
早 大
明 大
国学大
東京国際大
駒 大
東洋大

青学大
拓 大
東海大
帝京大
中央学大
立命大
日体大
第一工大
環太平洋大
信州大
大阪経大
関学大
皇学大
札幌学大
岐阜協立大
東北大
三浦龍司

(順大)

３ 区
東京国際大
早 大
順 大
法 大
拓 大
明 大
国学大
青学大

東洋大

駒 大
帝京大
東海大
中央学大
立命大
日体大
関学大
大阪経大
皇学大
第一工大
札幌学大
信州大
環太平洋大
岐阜協立大
東北大

イェゴン・ヴィンセント
(東京国際大)

４ 区
東京国際大
早 大
明 大
順 大
法 大
青学大
国学大
東洋大

駒 大
拓 大

東海大
帝京大
中央学大
日体大
立命大
関学大
大阪経大
第一工大
皇学大
札幌学大
環太平洋大
岐阜協立大
信州大
東北大
髙橋勇輝(青学大)
石田洸介(東洋大)

５ 区
早 大
順 大
青学大
東京国際大
東洋大
法 大
明 大

駒 大
国学大
東海大
拓 大
帝京大
中央学大
日体大
立命大
関学大
大阪経大
皇学大
岐阜協立大
札幌学大
第一工大
環太平洋大
信州大
東北大
佐藤一世

(青学大)

６ 区
東京国際大
順 大
明 大
駒 大
青学大
法 大
早 大
国学大

東洋大

東海大
帝京大
拓 大
中央学大
日体大
立命大
関学大
皇学大
大阪経大
札幌学大
環太平洋大
岐阜協立大
第一工大
信州大
東北大
丹所健

(駒大)

７ 区
駒 大
青学大
東京国際大
明 大
順 大
早 大
国学大

法 大
東海大
東洋大
帝京大
中央学大
拓 大
日体大
立命大
皇学大
関学大
大阪経大
札幌学大
岐阜協立大
環太平洋大
第一工大
信州大
東北大
田澤廉

(駒大)

８ 区
駒 大
青学大
順 大
国学大
東京国際大
早 大
明 大

法 大
東洋大
中央学大
東海大
帝京大
拓 大
日体大
関学大
皇学大
立命大
大阪経大
札幌学大
岐阜協立大
環太平洋大
東北大
第一工大
信州大
伊地知賢造

(国学大)

優勝監督賞は大八木弘明監督（駒大）。
ＭＶＰ賞は田澤廉（駒大）

１１月２９日 
令和３年(２０２１)

中央大学体育連盟機関紙
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